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2002年5月10日（金） 14:00～

◇ＩＲｳｪﾌﾞｻｲﾄ： http://www.ir-aiful.com
◇お問合せ先： ir@aifulcorp.com

－注：業績予想に関する注意事項－
このデータブックの数値のうち、過去の事実以外のアイフル株式会社及びそのグループ会社の計画・方針その他の記
載にかかわるものは、将来の業績にかかる予想値であり、それらはいずれも、現時点においてアイフル株式会社及びそ
のグループ会社が把握している情報に基づく経営上の想定や見解を基礎に算出されたものです。従いまして、これらの
予想値は、リスクや不確定要因を内包するものであり、現実の業績は、諸々の要因により、これらの予想値と異なってく
る可能性があります。ここでの潜在的なリスクや不確定要因として考えられるものとしては、例えば、アイフル株式会社及
びそのグループ会社を取り巻く経済情勢や消費者金融を取り巻く市場規模の変化、債務不履行に陥る顧客の割合、ア
イフル株式会社及びそのグループ会社が支払う借入金利率のレベル、法定貸付上限金利のレベル等が考えられますが、
これらに限りません。なお、この資料はいかなる証券の投資勧誘を目的として作成したものでもありません。

2002年3月期 決算説明会
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2002年3月期 決算説明会 進行次第

１．2002年3月期実績のﾊｲﾗｲﾄ （代表取締役社長 福田 吉孝）

２．2002年3月期実績のﾚﾋﾞｭｰ （ 同上 ）
（１）貸倒

（２）新規獲得の動向

（３）「商品多様化」（＝ポートフォリオ戦略）

（４）資金調達の動向

３．第8次中期経営計画 （代表取締役社長 福田 吉孝）

４．2003年3月期計画のﾊｲﾗｲﾄ （ 同上 ）

５．2003年3月期の重点政策 （ 同上 ）
「今期の事業環境の見方」

（１）コンタクトセンターの稼動

（２）第７次スコアリングの導入

（３）経営効率の追求

６．ライフについて （ライフ 総合企画部長 長末 克彦）

７．主要計数報告 （アイフル財務企画部長 新郷 呉馬）

８．補足資料
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－1,482,796－うち営業貸付金(B/S)

－1,759,807－営業債権残高(B/S)

1.8

390.00

35,063

105,067

111,329

285,832

397,162

1,635,954

2,002,045

2,029,633
02/3実績

8.8 %1,865,537総資産

－2.6ＲＯＡ

16.2 %1,407,635うち営業貸付金(参考)

10.0 %1,820,851営業債権残高(参考)

▲31.5%569.32ＥＰＳ

▲27.3%48,252当期純利益

1.5%103,533経常利益

6.7%104,333営業利益

62.1%176,323営業費用

41.5%280,656営業収益

増減率01/3実績

（１）連結

１． 2002年3月期実績のハイライト１． 2002年3月期実績のハイライト

・総資産､営業債権の増加率に比べ営業収益､営業費用の増加率が高いのは､01/3期決算では､ライフのB/Sのみ
連結対象であったことによる。02/3期からは､P/Lも連結対象。

・営業貸付金には､アイフル本体､ローン子会社の貸付金と､ライフのカードキャッシング､キャッシュプラザを含む。
営業貸付金以外の債権とは､カードショッピング､信販（個品斡旋）､保証の債権。

DATABOOK: Page4
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2.3
426.54
38,349

107,515
110,442
196,830
307,272
16,726

277,671
1,019,292
1,313,690
1,740,868
02/3実績

9.7 %1,586,409総資産

－3.5ＲＯＡ

37.1%12,198事業者ローン

23.1%225,644不動産担保

10.6%921,891無担保ローン

13.3%1,159,734営業貸付金残高

▲25.5%572.38ＥＰＳ

▲20.9%48,512当期純利益

4.0%103,372経常利益

6.9%103,319営業利益

17.5%167,507営業費用

13.5%270,827営業収益

増減率01/3実績

（２）アイフル単体

１． 2002年3月期実績のハイライト１． 2002年3月期実績のハイライト

DATABOOK: Page1,4
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21,16932,428369,800612,509営業債権残高

95.9%
10,908
2,404
1,933

72,079
74,012

ライフ

(ｵﾝﾊﾞﾗﾝｽ)

100.0%100.0%95.9%出資比率

347
913
907

4,342
5,249

信和

15210,908当期純利益

5482,404経常利益

5471,933営業利益

7,43977,891営業費用

7,98779,824営業収益

ハッピーライフ

(営業債権ﾍﾞｰｽ)
02/3実績

（３）グループ会社①

１． 2002年3月期実績のハイライト１． 2002年3月期実績のハイライト

・ライフについては、債権流動化による資金調達2450億円を実施しており、そのためにB/Sから落ちている営業債
権分をも含む参考数値を、「営業債権ベース」として記載。

・ライフについては、アイフル以外に、住友信託銀行、あおぞら銀行、あいおい損保、東京海上火災が出資。

DATABOOK: Page2,3,7～9
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60.0%
▲2,600
▲2,595
▲2,671

3,037
366

8,116
ﾋﾞｼﾞﾈｸｽﾄ

011,387営業債権残高

100.0%100.0%出資比率

10▲389当期純利益

16▲ 79経常利益

10▲ 86営業利益

352,448営業費用

452,361営業収益

マルトー山陽信販02/3実績

（３）グループ会社②

１． 2002年3月期実績のハイライト１． 2002年3月期実績のハイライト

・ビジネクストは、住友信託銀行が４０％出資。

・山陽信販については、もともとライフの１００％子会社であったが、アイフルによるライフ買収に伴い、アイフルの
１００％子会社に変更。

・マルトーは、アイフルグループの不動産物件管理のための子会社。01/3期までは、事業規模が些少であることか
ら非連結対象であったが、アイフル本体の不動産を含み損処理の為にこの会社に売却したため、02/3期より連結
対象になっている。

DATABOOK: Page3,10
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◇マクロ要因： 「不景気」 ＜貸倒償却率＞
・失業率の高止まり
・過去最高、年間１６万件の自己破産
→ いずれも、「循環的な要因」

◇制度的要因： 「破産の増加」
・「個人版民事再生」「特定調停」開始 （実影響少ないが、破産の呼び水効果大）

・弁護士広告解禁
→ いずれも、破産の「需要の先取り」「一時的要因」

（１）貸倒： ①「貸倒増加の背景」

74bp4.864.12うち無担保

58bp4.103.52償却率（ALL）

増減02/301/3％

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー
DATABOOK: Page13
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（１）貸倒： ②「償却率上昇の個別要因」

◇償却スパンの短期化 ＜償却要因別比率＞
・償却に占める破産の占有率が増加
→不履行分とは違い、
期日到来前に償却処理

・「自己破産」と「当社の償却率」の
増加ペースが、ほぼ一致
＞破産件数（00/9→01/9）＝＋１５％
＞償却率（01/3→02/3） ＝＋１６％

◇残高による償却率の違い
・０１／３期の
「４０万円以上~５０万円未満」
の残高帯の償却率を、
「１００」 （ｲﾝﾃﾞｯｸｽ）とすると →

３６２０100万円以上

８３６７５０万円以上100万円未満

１００

１５２

２２８

０１／３

１１０４０万円以上５０万円未満

１６４１０万円以上２０万円未満

２１４１０万円未満

０２／３残高帯（抜粋）

１２．２％

２８．０％

５．８％

(１０．０)

４９．８％

99/3

１１．５％１２．８％１１．５％不履行

２３．２％２８．２％３０．６％行方不明等

５．１％

(１６．６)
７．４％

(１４．４)
５．５％

(１０．５)
介入等

(＋元金損失)

４８．８％４４．７％４７．４％破産

02/301/300/3種別

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー

DATABOOK: Page13
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◇期日管理

（１）貸倒： ③「債権管理フロー（無担保ローン）」

残高不計上残高計上B/S上の扱い

未収収益不計上

「延滞債権」

管理ｾﾝﾀｰ （回収ｾﾝﾀｰ）

移管債権

153～334

「3ヶ月以上延滞債権」
(「条件緩和」を切り分け)

90～152

正常債権

各店舗

解約債権（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ＝1ヶ月超延滞）

33～

所管部門

未収収益計上P/L上の扱い

「破綻先債権」金融庁（FSA）の
「不良債権４分類」

償却債権管理債権当社ｶﾃｺﾞﾘｰ

破産 or  延滞 335
～

１～32延滞日数

◇償却基準

12ヶ月不履行

６ヶ月 （移管時に不明の場合）不明等

即時 （移管、決算期末に償却）破産

償却タイミング（前回入金から）種別

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー
DATABOOK: Page14
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（１）貸倒： ④「債権質（ストック）の状況」

◇1ヶ月超延滞債権 →
（解約未収率）
＝＋63bp上昇

◇４分類の延滞債権 →
＝＋51bp上昇
うち、「条件緩和」が、
＋29bp上昇
「破綻先」が、
＋14bp上昇

◇引当率 →
＝「延滞債権比率に
見合うレベル」

◇顧客属性 →
＝「変わっていない」

4.47%3.93%3.89%3.66%うち流動資産

5.78%5.25%5.25%5.51%貸倒引当金合計

0.14%0.04%－－破綻先債権

1.00%0.91%1.01%1.03%延滞債権

0.64%0.68%0.56%0.60%３ヶ月延滞

2.87%2.65%2.58%2.52%条件緩和債権

4.66%4.27%4.15%4.15%「延滞４分類」合計

ＦＳＡ基準 ０２／３０１／９０１／３００／９

1ヶ月超延滞債権

社内基準

4.956%4.708%4.321%4.312%

０２／３０１／９０１／３００／９

37.0%37.7%36.1%35.3%新規ゼロ件比率

1.29件1.29件1.34件1.37件新規平均ＬＥ件数

2.70件2.70件2.71件2.70件既存平均ＬＥ件数

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー
DATABOOK: Page14
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「先行指標＝解約発生率はどこまで上昇するか？」
・01/9～10月から、「波打ち傾向」 ・破産以外は、「沈静化傾向」

（１）貸倒： ⑤「今後の見通し」（短期グラフ）

◇解約＝デフォルト（１ヶ月超延滞）の発生率の推移

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー
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0.25

0.3

0.35

0.4

0.45

0.5
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0.6

0.65

0.7
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0.9
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（１）貸倒： ⑤「今後の見通し（続き）」（中長期グラフ）

◇マクロ指標（失業率＆破産件数）と、貸倒（１ヶ月延滞、償却）、新規の関係

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー

0
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1
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貸倒償却率
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完全失業率

破産件数　
(半期計)

解約発生率
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「４６万２千件、２％成長に鈍化」

◇下期は３年ぶりの前期比ﾏｲﾅｽ

「マインド面の影響が大きい。」
・不景気による「借り渋り」
・ﾌﾟﾗｲﾑﾀｲﾑＣＭ解禁効果の「一巡」
・当社ＣＭに対する「飽き」
・慎重与信による「成約率の低下」

◇テコ入れ策

「広告宣伝監査プロジェクト」
・新ＣＭの投入（ｲﾝﾊﾟｸﾄ路線）
・店舗立地、看板場所等のリファイン
「ブランド向上への取組み」=Ｃ/Ｓ向上
「出店効率の検証テスト」
（検証結果によっては出店再開も）

（２）新規獲得の動向

【新規獲得件数の推移】

0

50

100

150

200

250

300

98/9 99/3 99/9 00/3 00/9 01/3 01/9 02/3

（千件）

アイフル 武富士 アコム プロミス

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー

DATABOOK: Page1～3
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◇不動産担保ローン
・「顧客囲い込み」（コンソリデーション）商品、低貸倒リスク商品として、積極的に販売

◇事業者ローン
・「顧客囲い込み」（ターゲット）商品として、戦略的に販売（景気動向を睨む）

（３）「商品多様化」（＝ポートフォリオ戦略）

１７．１％平均金利

１．４１％償却率

３，６９９千平均単価

７５千口座数

２３．１％成長率

２７７，６７１百万残高

２６．９％平均金利

２．６２％償却率

１，１９５千平均単価

１３千口座数

３７．１％成長率

１６，７２６百万残高

１７．０％３位～

３２．３％２位

５０．８％１位

残高比抵当順位

２０．５％70～100％

３６．４％うち40％まで

７９．５％70%まで

残高比担保掛け目分布

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー

DATABOOK: Page1,13
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◇低金利環境の恩恵
・長Ｐスプレッドの縮小、継続的な社債発行

◇メインとの関係強化
・住友信託銀行との関係強化、コアバンクスとの関係強化

（４）資金調達の動向： ①「調達概況」

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー

≪形態別 調達残高推移≫

0.000

200.000

400.000

600.000

800.000

1,000.000

1,200.000

1,400.000

99/3 00/3 01/3 02/3

平均調達金利　3.03％　　　2.79％　　　2.45％　　　2.30％

直接調達

間接調達

DATABOOK: Page16
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◇ローン債権の流動化
「調達手段の多様化」「コストの削減」

◇コミットメントライン
「金融システム不安への対応」

（４）資金調達の動向： ②「ﾌｧｲﾝﾁｭｰﾆﾝｸﾞ」と「有事対応」

２． 2002年3月期実績のレビュー２． 2002年3月期実績のレビュー

6.683,6242.935,000－－流動化

33.5422,50031.0377,50019.0169,500普通社債

1.215,0001.215,0001.715,000CP

41.3521,12435.1427,50020.7184,500CP・社債等

58.7741,85564.9791,67479.3707,668借入金

構成比（％）02/3構成比（％）01/3構成比（％）00/3

100.01,262,979100.01,219,174100.0892,168合 計

2.532.622.90間接

1.962.142.34直接

2.302.452.79調達金利

《参考》

2.301.902.20長期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ

DATABOOK: Page16
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（１）中期的な事業環境の展望

「今後３年間は、業界激動の３年であり、チャンスの３年でもある。」
→ 前期は大手各社とも、これに備え、“過去の負の遺産“ を一掃。

◇「出資法上限金利の見直し（２００３年６月）」

◇「銀行系消費者金融の参入をはじめ、入り乱れた戦いに。」
・ミドルリスク対象の「低金利・無店舗型ローン」は、「空中戦」
リテール金融の主戦場は、あくまで「地上戦」
・「空中戦」も、「補助的役割（ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ）」としては意義あり
・この３年間で、
「２Ｂ１Ｃ」＝ブランチ、ブランド、クレジットライン（与信）の重要性が再確認される

→ リテール金融における優勝劣敗が明確になる、

「真価を問われる３年」

３． 第８次中期経営計画３． 第８次中期経営計画
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（２）マーケット予測

◇「専業市場」
・景気低迷からの「借り控え」「利用率低下」で、2003年までは弱含み
・景気回復とともに、2004年より再び利用率は上昇
・2007年を目処に低成長期に入り、市場規模は2010年に13.2兆円に
（2000年の8.8兆円の1.5倍）

◇「新消費者信用市場」＝販売信用＋専業＋キャッシング＋保証
・2000年の約38兆円から2010年に約45兆円に
（消費者信用市場全体の65％）

→ アイフルグループは、「新消費者信用市場」を
新しいターゲットに

３． 第８次中期経営計画３． 第８次中期経営計画
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（３）第8次中期経営計画の基本テーマ（期間：2002年4月～2005年3月）

「Ｖａｌｕｅ Ｕｐ： 企業価値の最大化」
＝「リテール分野での全ての顧客ニーズを満たす、
総合金融企業グループの完成」

①グループ各社の有機的結合によるシナジーの追求
・貸倒コスト上昇、上限金利見直し、調達金利上昇等不確定要素への
対応のため、シナジーを追求し、グループ体質の強化を図る

②グループブランドの構築
・「安心・創造企業」の統一コンセプトのもと、グループ各社のブランド力を強化

③消費者信用市場の構造変化の中でのパイオニアとなる
・商品、販売チャネルの多様化を図り、更に、提携・Ｍ＆Ａを推進、
「乱世」＝構造変化に主体的に対応。

「内部充実の３年」を基本とし、同時に「変革の３年」に。
→ 「時代の変化の潮目」を捉え、一気に勝負に出るため

３． 第８次中期経営計画３． 第８次中期経営計画
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（４）第8次中期経営計画の概要（7次中計との比較）

同業M&A
ｶｰﾄﾞ参入

M&A・提携

1500店

3.7％

1000億円
－(12％)

14％

1兆3千億円
－

当初計画

第７次中計（単体）

ﾊｯﾋﾟｰ、信和､

ライフ買収

ﾋﾞｼﾞﾈｸｽﾄ

1590店

3.5％(2.3％)

1073億円
8.6％(12.7％)

13.9％

1兆3137億円
16%

02/3実績

ＲＯＡ（*2）

店舗ﾈｯﾄﾜｰｸ

戦略目標

経常利益

新残高経費率(旧*1)

業界内残高ｼｪｱ

営業債権残高

（平均成長率）

*1：単独ﾍﾞｰｽ。なお、経費率目標を明確にするため、第8次中計からは、景気要因で変動する貸倒ｺｽﾄを経費率算定
のﾍﾞｰｽから除外した新基準を採用。カッコ内は貸倒込みの旧基準。
*2：2002/3期については、特別損失、公募増資費用等を除外修正した数値（カッコ内は込みの数値）

３． 第８次中期経営計画３． 第８次中期経営計画

ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営基盤の強化

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄﾞ向上

M&A・提携で再編に対応

2150店

3.0％以上(単体3.5％)

2000億円

7.5％(－)

－

３兆円(ｱｲﾌﾙ1.7兆円)
13％(単体8%)

2005/3計画
第８次中計（連結）
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12.2 %1,663,2771,482,796うち営業貸付金(B/S)

9.7 %1,926,3401,756,590営業債権残高(B/S)

3.1
715.81
66,682

127,000
131,220
321,353
452,573

1,841,074

2,239,587
03/3計画

83.5 %390.00ＥＰＳ

－1.8ＲＯＡ

12.5 %1,635,954うち営業貸付金(参考)

11.9 %2,002,045営業債権残高(参考)

90.2 %35,063当期純利益

20.9 %105,067経常利益

17.9 %111,329営業利益

12.4 %285,832営業費用

14.0 %397,162営業収益

増減率02/3実績

（１）連結

４． 2003年3月期計画のハイライト４． 2003年3月期計画のハイライト

・総資産､営業債権の増加率に比べ営業収益､営業費用の増加率が高いのは､01/3期決算では､ライフのB/Sのみ
連結対象であったことによる。02/3期からは､P/Lも連結対象。

・営業貸付金には､アイフル本体､ローン子会社の貸付金と､ライフのカードキャッシング､キャッシュプラザを含む。
営業貸付金以外の債権とは､カードショッピング､信販（個品斡旋）､保証の債権。

DATABOOK: Page4
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3.5
674.58
62,841

119,000
118,680
212,690
331,372

20,569
325,509

1,090,119
1,436,198
03/3計画

58.2 %426.54ＥＰＳ

－2.3ＲＯＡ

23.0 %16,726事業者ローン

17.2 %277,671不動産担保

9.3 %1,313,690営業貸付金残高

6.9 %1,019,292無担保ローン

63.9 %38,349当期純利益

10.7 %107,515経常利益

7.5 %110,442営業利益

8.1 %196,830営業費用

7.8 %307,272営業収益

増減率02/3実績

（２）アイフル単体

４． 2003年3月期計画のハイライト４． 2003年3月期計画のハイライト
DATABOOK: Page1,4
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95.9%

5,228

8,000

7,813

91,223

99,037

ライフ

(ｵﾝﾊﾞﾗﾝｽ)

100.0%100.0%95.9%出資比率

763

1,535

1,529

4,837

6,366

信和

6745,228当期純利益

1,2318,000経常利益

1,1907,813営業利益

8,24493,263営業費用

9,434101,076営業収益

ハッピーﾗｲﾌ

(営業債権ﾍﾞｰｽ)
03/3計画

（３）グループ会社①

４． 2003年3月期計画のハイライト４． 2003年3月期計画のハイライト

・ライフについては、債権流動化による資金調達2450億円を実施しており、そのためにB/Sから落ちている
営業債権分をも含む参考数値を、「営業債権ベース」として記載。

・ライフについては、アイフル以外に、住友信託銀行、あおぞら銀行、あいおい損保、東京海上火災が出資。

DATABOOK: Page7～9
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60.0%

▲1,028

▲1,023

▲1,023

2,728

1,705

ﾋﾞｼﾞﾈｸｽﾄ

100.0%100.0%出資比率

262242当期純利益

145515経常利益

387514営業利益

3982,350営業費用

7862,864営業収益

マルトー山陽信販03/3計画

（３）グループ会社②

４． 2003年3月期計画のハイライト４． 2003年3月期計画のハイライト

・ビジネクストは、住友信託銀行が４０％出資。

・山陽信販については、もともとライフの１００％子会社であったが、アイフルによるライフ買収に伴い、アイフルの
１００％子会社に変更。

・マルトーは、アイフルグループの不動産物件管理のための子会社。01/3期までは、事業規模が些少であることか
ら非連結対象であったが、アイフル本体の不動産を含み損処理の為にこの会社に売却したため、02/3期より連結
対象になっている。

DATABOOK: Page10
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◇環境： 「底打ち感の兆し、しかしながら明確な回復傾向は未だ見られず」

（１）新規マーケット

（２）回収マーケット

◇テーマ： 「次なる高成長のための踊り場」

→ 時代の変化をチャンスと捉え、更なる飛躍を遂げるため「変革の年」

→ そのため、営業目標は、「保守的」に設定。

「事業環境の見方と経営テーマ」

４％２２．５万件２１．７万件下期

▲３％４４．９万件４６．２万件通期

▲９％２２．４万件２４．５万件上期

増減率０３／３０２／３

4.49％

０３／３

▲39bp4.10％償却率

（ALL）

増減０２／３

５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）
DATABOOK: Page1,13
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◇目的
①貸付力強化
②回収力強化
③人員効率、経費効率の向上

◇体制
①全国を２センターでカバー
・西日本コンタクトセンター（02/10稼動予定）
・東日本コンタクトセンター（今期中稼動予定）

②営業店から大部分の業務を移管
・「新規受付」「問合せ」「ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ」「督促・回収」を担当
・既存営業店は、不動産担保、事業者への取り組みを強化

（１）ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰの稼動＝「効率性の向上」

５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）
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◇新規与信の向上
・パート／アルバイトのカテゴリー区分独立
・「決定木方式」の採用

◇途上与信の適正化
・ランクアップ（増枠）の慎重審査

→ 「攻」「守」のバランスを重視した与信スタンスへ

（２）第7次ｽｺｱﾘﾝｸﾞの導入＝「与信精度の向上」

５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）
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（３）経営効率の追求

◇コスト効率の追求
・「広告宣伝監査プロジェクト」の成果として、１０％の広宣費削減
・コンタクトセンター

◇グループでのシナジー追求－コストダウン
・中小子会社（ハッピークレジット、信和、山陽信販）の本社部門を、
アイフル本社内に全て統合（完了）
・「与信」「マーケティング」などの経営ノウハウ・資源の共有化
（ スコアリングモデル、コンタクトセンター、各種システム開発等）

◇調達政策
・コストと安全性の最適バランスを追求 （「量的確保」と「多様化」）

５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）５． 2003年3月期の重点政策（アイフル単体）
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16.4%260,978▲ 0.5%224,213割賦売掛金

12.3%687,6411.0%612,509営業債権合計

39,905

65,242

8,965

114,113

125,081

186,478

312,550

168,461

6,698

188,046

72,910

０３／３計画

▲12.3%▲10.2%45,477住宅

▲ 5.8%▲12.6%69,287銀行保証

▲60.4%▲58.5%22,627ﾊﾟｰﾄﾅｰ

▲16.9%▲25.5%137,392信用保証売掛金

39.7%39.1%89,560ｷｬｯｼｭﾌﾟﾗｻﾞ

16.4%23.2%160,138ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ

24.6%27.6%250,903営業貸付金

28.6%24.4%131,022特定･一般

▲56.9%▲54.0%15,556オート

15.6%0.2%162,671個品斡旋

18.5%▲ 2.5%61,513総合斡旋

増減率増減率０２／３実績

６． ライフについて－「営業債権の状況」６． ライフについて－「営業債権の状況」

・債権流動化によりB/Sから落ちている営業債権分を含む「営業債権ベース」

DATABOOK: Page2
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224

1,557

313

1,870

8,378

1,408

9,786

０３／３期計画

-6.4216ｷｬｯｼﾝｸﾞ利用単価

▲ 60▲ 2521,617うち提携

136103177うちﾌﾟﾛﾊﾟｰ

76▲ 1481,794新規ｶｰﾄﾞ発行数

1,0506927,328うち提携

215401,387うちﾌﾟﾛﾊﾟｰ

1,0701,2338,716有効ｶｰﾄﾞ会員数

増減増減０２／３期実績クレジットカード事業

15.3%490,69215.0%425,446ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ事業

13.8%265,9636.6%233,633ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

17.2%224,72927.1%191,813ｷｬｯｼﾝｸﾞ

32.6%138,60055.7%104,531個品斡旋

増減率０３／３期計画増減率０２／３期実績買上実績（通期）

６． ライフについて－「営業基盤の状況」６． ライフについて－「営業基盤の状況」
DATABOOK: Page2
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▲ 13.4%3,458-3,992信用保証

304.2%7,813-1,933営業利益

232.8%8,000-2,404経常利益

16.9%37,056-31,706その他

▲ 17.7%7,604-9,235金融費用

52.7%26,558-17,397貸倒費用

3.1%4,727-4,583広告宣伝費

15.7%17,315-14,969人件費

5,228

93,263

5,072

2,328

27,317

41,841

13,448

7,607

101,076

０３／３計画

▲52.1%-10,908当期純利益

19.7%-77,891営業費用

25.5%-4,043その他

38.2%-1,684償却債権回収益

41.2%-19,352ｷｬｯｼｭﾌﾟﾗｻﾞ

30.7%-32,007ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ

16.3%-11,565個品斡旋

6.0%-7,177総合斡旋

26.6%-79,824営業収益

増減率増減率０２／３実績

６． ライフについて－「損益の状況」６． ライフについて－「損益の状況」

DATABOOK: Page7
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◇カード事業の概況

カード会員数 ： ７４８万枚（01/3）→８７１万枚（02/3）＝１６．５％増加

ＳＰ残有カード数 ： ８７万枚（01/3）→１０６万枚（02/3）＝２１．２％増加

ＣＳ残有カード数 ： ６４万枚（01/3）→７４万枚（02/3）＝１５．５％増加

◇カード事業での具体的施策

既存提携先との関係強化（デオデオ・青山）

タイアップカードの発行（ＧＬＡＹカード：01/7）

与信供与額の拡充（ｽｺｱﾘﾝｸﾞの導入）

ホームページ機能の拡充、E-mailでの請求書送付の実施（01/11）

◇個品事業の概況

加盟店数 ： ７３千企業（01/3）→７６千企業（02/3）

買上金額 ： ７４億(01/4～9月間平均)→１００億（01/10～02/3月間平均）

収益率 ：１０．８％(01/4～9）→１１．３％（01/10～02/3）

◇個品事業での具体的施策

営業現場への権限委譲の実施

収益率基準の明確化

支店営業力の強化（支店内勤者の営業社員化）

６． ライフについて－「カード・信販事業の強化」６． ライフについて－「カード・信販事業の強化」

DATABOOK: Page2
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◇低収益のため撤退するビジネス

オートローン ： ３３７億（01/3）→１５５億（02/3）＝▲５４．０％

パートナーローン ： ５４４億（01/3）→２２６億（02/3）＝▲５８．５％

住宅ローン保証 ： ５０６億（01/3）→４５４億（02/3）＝▲１０．２％

◇高収益のため強化するビジネス

キャッシュプラザ ： ６４４億（01/3）→ ８９５億（02/3）＝＋３９．１％

カードキャッシング ： １２９９億（01/3）→１６０１億（02/3）＝＋２３．２％

個品斡旋（特定・一般） ： １０５３億（01/3）→１３１０億（02/3）＝＋２４．３％

◇具体的施策

キャッシュプラザ

新規出店・移転実施（約６０店）

アイフルスコアリング導入による限度額アップ

カードキャッシング

顧客アプローチ強化（DM・TEL）、ショッピングとの限度額統合実施（01/11）

個品斡旋

加盟店開拓の強化

６． ライフについて－「ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの組替」６． ライフについて－「ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの組替」

DATABOOK: Page2
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◇「営業マンにインセンティブが働く体制作り」

成果実績と報酬体系が連動した人事制度導入

営業現場への権限委譲の実施

組織階層の明確化

◇「営業マンのがんばりが収益に直結する体制作り」

拡大事業と縮小事業の明確化

収益率基準の明確化

６． ライフについて－「人事・組織制度改革」６． ライフについて－「人事・組織制度改革」
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◇経費削減努力の積み重ね（一例）

ほぼ全支店を対象とした移転の実施（支店家賃減少率：▲６５％）

本社事務所賃借の一部返還（４分の１）、広島事務所返還

◇業務フローの見直し

回収のノウハウ移植＆システム化による長期延滞回収コストの削減

（約５億/年）

外部委託業務の見直し（物件管理業務等）

通信回線の適正化（契約形態見直し・回線数の適正化）

◇調達コストの低減

ノンリコースローンの借り換え（２４５０億円の流動化）

独自調達：５２５億円 アイフル借入：１１００億

社債格付を取得 ： 「Ｒ＆Ｉ：ＢＢＢ＋（01/9）」

６． ライフについて－「経費削減」６． ライフについて－「経費削減」
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◇カードの魅力を向上する事でカード会員を増加

アクセスチャネルの多様化

付加サービス機能の拡充

利用拠点の拡充

タイアップカードの拡充

各種機能カードの発行

顧客別金利の導入

◇カード利便性を向上する事で稼働率を向上

返済方法の多様化

返済金額の柔軟性

与信供与の柔軟性

稼働会員と非稼働会員の選別化

６． ライフについて－「今期以降の政策（１）」６． ライフについて－「今期以降の政策（１）」
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◇個品斡旋

営業力の拡充

ニッチ分野の開拓

支店営業体制の強化

加盟店に対する魅力の強化

加盟店サービス体制の拡充

加盟店専用ＨＰ開設

◇キャッシュプラザ

インフラ整備

店舗ネットワーク拡充

組織体制強化

店舗統括マネージャー設置

６． ライフについて－「今期以降の政策（２）」６． ライフについて－「今期以降の政策（２）」
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６． ライフ関連グラフ （１）月次買上実績の推移６． ライフ関連グラフ （１）月次買上実績の推移
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６． ライフ関連グラフ （２）月末売掛金残高の推移６． ライフ関連グラフ （２）月末売掛金残高の推移
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（１）営業収益（連結）

60.9%
28.9%
－

▲14.7 %
28.3%
4.5%

13.9%
14.0%
増減率

ライフ

ライフ

アイフル

ライフ

ライフ

ライフ

全て

ライフ

変動主要因

7,36562.8%5,715償却債権回収

97.0%

6,925%
－

－

－

32.0%
41.5%
増減率

6,360

2,823
4,076

10,353
6,742

359,318
397,162
02/3実績

452,573営業収益

3,478信用保証収益

13,287個品斡旋収益

7,043総合斡旋収益

409,276貸付金利息

10,232その他

－不動産売上高

03/3計画

７． 主要計数報告７． 主要計数報告

DATABOOK: Page5



7/5/02 9:49 AM 42

（２）営業費用（連結）

７． 主要計数報告７． 主要計数報告

▲18.8%
12.2%
▲6.2%
13.6%
－

22.1%

12.4%

増減率

ライフ

全て

全て

全て

アイフル

全て

ライフ

変動主要
因

－4617.8%2,677不動産売上原価

629.9%
64.1%
52.1%
74.0%

19.6%

62.1%

増減率

3,178
45,019
26,845
89,945

34,615

285,832

02/3実績

321,353営業費用

25,172広告宣伝費

102,151貸倒費用

42,279金融費用

2,579連結調整勘定償却

50,490人件費

03/3計画

17.9% ライフ131,2206.7%111,329営業利益

アイフル64.2％3,892122.8％2,371貸倒引当金繰入額

アイフル－－－4,234新株発行費

アイフル▲34.2%4,998307.9%7,595営業外費用

アイフル▲41.6%77925.5%1,333営業外収益

DATABOOK: Page5
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（３）営業外損益・特別損益等（連結）

７． 主要計数報告７． 主要計数報告

－20.9%127,0001.5%105,067経常利益

増減率 変動主要因増減率02/3実績 03/3計画

－104.7%126,615▲33.2%61,848税引前利益

アイフル▲42.9%985▲81.9%1,725その他

ライフ－－－9,130連結調整勘定一時償却

アイフル－－－2,147販売用不動産評価損

アイフル－－▲53.9%706投資有価証券評価損

アイフル+山陽－－－31,240固定資産売却損

アイフル＋ライフ▲97.8%985307.3%44,948特別損失

ライフ▲65.2%6012123.7%1,729特別利益

－90.2%66,682▲27.3%35,063当期純利益

ビジネクスト▲67.4%1961085.4%601少数株主損失

ライフ▲148%▲4,307386%8,907法人税等調整額

－53.8%55,823▲21.5%36,292法人税等
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（１）営業貸付金残高構成（連結商品ポートフォリオ）

８． 補足資料８． 補足資料

・債権流動化によりB/Sから落ちている営業債権分をも含む「営業債権ベース」

営業資産合計

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

‘99/3 ‘00/3 ‘01/3 ‘02/3 ‘03/3

信用保証売掛金

キャッシュプラザ

カードキャッシング

個品あっせん

総合あっせん

無担保（子会社合計）

事業者ローン

有担保ローン

無担保ローン
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（２）営業貸付金残高構成（アイフル単体：金額帯別）

８． 補足資料８． 補足資料

【貸付金額別残高構成】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

99/3 00/3 01/3 02/3

（億円）
 100万円超
～
　50万円超
～100万円

　40万円超
～50万円
　30万円超
～40万円
　20万円超
～30万円
　10万円超
～20万円

　～10万円
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（３）営業貸付金残高構成（アイフル単体：金利帯別）

８． 補足資料８． 補足資料

【貸付利率別残高構成】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

99/3 00/3 01/3 02/3

（億円）
～25.0％

25.0％～
26.0％

26.0％～
27.0％

27.0％～
28.0％

28.0％～
29.0％

～29.0％
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（４）営業貸付金利回りの推移（アイフル単体）

８． 補足資料８． 補足資料
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合計
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（５）財務指標

８． 補足資料８． 補足資料

2,219,6342,029,6331,865,5371,182,468996,523876,726総資産

90.2▲ 27.39.455.013.89.6成長率（％）

20.91.521.823.523.212.6成長率（％）

850万株公募増資
不動産特損処理

(▲333億円)

ﾊｯﾋﾟｰ＆

信和＆

ﾗｲﾌ買収

前期

事業税

変更影響

370万株
公募増資

店頭公開

（ＩＰＯ）

備考

21.820.816.421.420.416.7株主資本比率（％）

14.79.615.719.316.320.9ROE（％）

3.11.82.64.03.03.1ROA（％）
715.81390.00569.32786.13610.63601.98EPS

66,68235,06348,25244,10428,44825,003当期純利益

127,000105,067103,53385,00968,84355,894経常利益

03/3（計画）02/3 01/300/399/398/3（百万円）

注： 00/3期以前は単独ベース､01/3期以降は連結ベース。ライフ流動化分はオフバランス。
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